
イベント等の見直し結果（案）について 

１．見直し調査対象 

市民を対象として、平成２６～２８年度に開催された講座・セミナー・講演会等を含む各

種イベント事業のうち、市が費用を支出したもの。 

ただし、単年度開催の事業は除く。       

合計 ２４４事業 

 

２．ヒアリング概要 

・実施期間：８月９～１７日 

・イベント等実施状況の照会を各課に行い、該当のあった 46 課（室）のグループ主査及び担

当者に対して行政・財政課職員合同で構成した２チーム（各４人）で実施 

 

３．見直しの方向性について 

[廃止・縮小] 

・イベントの目的が達成、もしくは必要性が低下しているもの 

・他団体の実施や他の手法により、目的が達成できるもの 

・参加者数の減少が続くなど、需要の増加が今後も見込まれないもの 

[統合] 

・他課において類似のイベントを実施しており、合同実施することにより、目的がより達成さ

れる、もしくは事務の効率化が図れるもの 

[要改善] 

・継続で実施するのが妥当であるが、実施方法等の見直しが必要なもの 

目的・効果に比して負担が大きいもの 

民間団体や市民との協働により実施できるもの          など 

[継続] 

 

４．視点、質問内容等  

・社会情勢の変化等により必要性が低下していないか 

 （定期的に必要性について見直しをしているか） 

・市民サービスの向上に寄与しているか、必要不可欠か 

・市が事業を実施すべきものか、目的達成のための代替手段はないか 

・県、民間事業者など他団体で同様の事業を実施していないか 

・国、県、他自治体（中核市・東三河５市）と比較して妥当な水準であるか 

・上位施策・政策の目標達成に貢献しているか 

・他課イベントとの集約や整理統合はできないか 

・効果に対して人員・費用負担が過大となっていないか 

・執行体制、事業手法、経費、内部事務等に見直す余地はないか（開催に必要な人員） 

・外部委託などにより業務効率が図れないか 

・民間団体等と協働できる点はないか 

・適正な参加料等を徴収しているか 

 



 

５．見直し結果（案）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．その他  

・この見直し結果は、外部評価委員会（8/30 開催）の意見を踏まえて必要な修正を加えた上で、

新年度予算説明会を目処に各部局あて通知する。 

見直しの方向性 件数 

廃止・縮小 

（H29年度以降事業を実施しない、もしくは事業の終期設定をして順次縮小するよう求める） 

22 

統合 

（H29年度以降他課イベント等と統合又は合同での実施を求める） 

9 

要改善  

（実施方法、内容等の見直しを求める） 

124 

継続 

   

89 

計 244 


